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由来の確かな牛卵子の超低温保存技術による子牛の生産、国内で初めて成功

 

 

＜当該研究成果のポイント＞ 

 佐賀県畜産試験場は、生きた雌牛から経膣採卵で採取し凍結保存した卵子を

体外受精させ、発育した胚をそのまま、或いは再度凍結保存した後に母牛の体

内に移植して、子牛を誕生させることに成功した。受精の前後の二度に渡って

凍結保存を繰り返した卵子からの子牛の生産は国内初の事例。これまで精子

や受精卵の保存技術は確立されているが、卵子は非常に難しいとされてきた。

超低温保存技術として「ガラス化保存法」を採用したこと、保存溶液を極微量

にして冷却速度を早めたことなどが成功の鍵であった。 

 

 

 

 

 

 

＜期待される効果・今後の展開など＞ 

 牛の卵子の実用的な長期保存技術が開発されたことにより、これまで雄牛側

から進められてきた牛の遺伝的改良を雌牛側から進めることが可能になった。

 このことにより、遺伝的に優れた能力を持つ母牛の卵子を日常的に保存して

おくことで、保存した卵子と精子とから遺伝的に優秀な家畜を生産することが

可能となる。 
 また、遺伝的に優れた能力を持つ母牛から繰り返し卵子を回収して保存して

おくことで、大量の受精卵を生産することができるようになり、ブランド牛の

大量生産に貢献する。 
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図１ 牛卵子の超低温保存技術による子牛の生産

図２ 佐賀県に置ける成功事例


